





第 12 号　2017 年
Mutual becoming of children through group playing:




 Ｍutual becoming of children through group playing： 



































(1) 調査協力者（観察対象者）：A 幼稚園に通う 4 歳児
（2015 年度），5 歳児（2016 年度）21 名（注１） 
 
(2) 調査期間：平成 27 年 12 月 4 日～平成 28 年 7 月 15 日 
 











































































































































































































































て豊かに表れている事例 11 と事例 12 をみていく。 
 

















・P と J は，お姉ちゃんになる。 
・P は，腰に布を巻いている。 
L：「一緒に遊ぼ。」ごっこ遊びに参加する。 














 以下は，事例 11 の続きである。 
 






































































次に，事例 12 の大型積み木で遊ぶ場面である。 
 
2016 年 3 月 19 日 第 12 回(一部抜粋) 〈自由遊び〉 
女児：I，Q 
・大型積み木を七個ほど積み上げて，椅子をイメージ


























 その後，I と Q が作り上げた「家」空間に男児 D や A，




















 「そうしないとうつわよ。」B に言う。 
・B はその場にとどまっている。 











この場面では，I や Q と B の間では遊びにおける目的
の違いが感じられる。しかし，そういった状況において




































































































































―   注   － 















5  同上書，pp.62-63. 
6  同上書，pp.62-63. 
7  同上書，pp.62-63. 
8  同上書，pp.62-63. 
 
－ 45 －
集団遊びによる子どもたちの相互生成
